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1.  平成22年9月期第2四半期の連結業績（平成21年10月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第2四半期 10,615 84.8 259 ― 200 ― 315 ―

21年9月期第2四半期 5,745 ― △1,574 ― △1,695 ― △1,793 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年9月期第2四半期 2,784.20 ―

21年9月期第2四半期 △15,816.69 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第2四半期 27,947 10,778 33.3 82,152.22
21年9月期 32,226 10,315 27.5 78,226.39

（参考） 自己資本   22年9月期第2四半期  9,313百万円 21年9月期  8,868百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年9月期 ― 0.00

22年9月期 
（予想）

― 800.00 800.00

3.  平成22年9月期の連結業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,300 14.0 350 ― 250 ― 260 ― 2,293.34
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は５ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定
性的情報をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期第2四半期 113,684株 21年9月期  113,684株

② 期末自己株式数 22年9月期第2四半期  312株 21年9月期  312株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年9月期第2四半期 113,372株 21年9月期第2四半期 113,398株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による緊急経済対策等により景況感に持ち直し

の兆しが見えるものの、自律的な回復といえるような状況ではなく、雇用情勢の一層の悪化やデフレのリ

スクが高まるなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 液晶パネル業界におきましては、中国での液晶パネル製造ラインの投資計画が相次いで発表されるな

ど、パネルメーカー各社は稼働率、業績ともに回復傾向となり、再び成長ステージへと向かいました。 

加えて、ＬＥＤバックライトを使用した液晶テレビの販売拡大や３Ｄテレビの登場、マイクロソフトによ

るWindows７の発売等により、ほぼ全てのアプリケーションでパネルの需給が逼迫した状況になりまし

た。 

このような状況の中、当社グループにおきましては、第１四半期においてシャープ堺工場が順調に立ち

上がったことを受け、第10世代用フォトマスクの需要は堅調に推移いたしました。第８世代以下の既存の

フォトマスク事業においてもパネルメーカーにおいて延期されていた新規ラインの稼働が再開されるなど

大型フォトマスクの需要は総じて堅調に推移いたしました。 

 しかしながら、第２四半期に入り、第10世代用フォトマスクにおいては立ち上がり需要が一巡したこと

をうけ、その需要は大幅に減少し、第８世代以下の既存のフォトマスク事業においても、パネルメーカー

各社が生産フル稼働状態を継続したことから、通常、稼働率が落ちる時期に需要が高まる開発用ならびに

新設ライン用のフォトマスクの需要が当初想定より減少いたしました。 

また、国内、海外共に同業他社との価格競争は継続しており、厳しい状況が継続する中、当社グループ

では引き続きグループ全体での製品力の更なる向上及びコスト低減活動を継続した結果、当第２四半期連

結累計期間における業績につきましては、売上高106億15百万円(前年同期比84.8%増)、営業利益２億59百

万円(前年同期は15億74百万円の損失)、経常利益は２億円(前年同期は16億95百万円の損失)、四半期純利

益は３億15百万円(前年同期は17億93百万円の損失)となり、前年同期と比べ増収増益となりました。 
  
製品別には、ＴＦＴ用フォトマスクの売上高が、滋賀工場の次世代フォトマスクが第２四半期において

需要が大幅に減少したものの、第１四半期において堅調に推移したことにより、57億21百万円となり、前

年同期と比べ売上高は大幅に増加しました。 

（参考） 

 

定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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 （参考）製品別フォトマスク売上高の推移                                （単位：百万円) 

 
  

地域別には、国内向け売上高については、滋賀工場の次世代フォトマスクが第２四半期において需要が

大幅に減少したものの、第１四半期において堅調に推移したことにより、69億56百万円と前年同期と比べ

大幅に増加いたしました。海外向け売上高につきましては、36億58百万円となり、前年同期とほぼ同水準

となりました。 

（参考）                            

 

  

 （参考）地域別フォトマスク売上高の推移                                （単位：百万円) 

 
  

平成20年 平成21年 平成22年

第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期

TFT 2,577 2,310 1,549 1,032 3,062 2,789 3,374 2,346
その他 1,859 2,124 1,404 1,759 3,383 3,702 3,113 1,780

計 4,437 4,434 2,953 2,792 6,445 6,491 6,488 4,126

平成20年 平成21年 平成22年

第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期

海外 3,511 3,482 2,079 1,515 1,521 1,550 1,990 1,667
国内 926 952 873 1,276 4,923 4,941 4,497 2,459
計 4,437 4,434 2,953 2,792 6,445 6,491 6,488 4,126
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(1)資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ42億79百万円減少し279億

47百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が減少したことや機械装置及び運搬具の減価償

却が進んだことによります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ47億42百万円減少し171億68百万円となりました。これは主に、

長期借入金や支払手形及び買掛金が減少したことによるものであります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億63百万円増加し107億78百万円となりました。これは主

に、利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加によるものであります。 

  

(2)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度

末に比べ５億79百万円増加し、29億93百万円となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果増加した資金は、44億75百万円となりました。これ

は主に、減価償却費が27億44百万円、売上債権の減少額が13億31百万円となったことによるものです。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果減少した資金は、８億13百万円となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出８億11百万円によるものであります。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果減少した資金は、31億30百万円となりました。これ

は主に、短期借入金純減額５億円や長期借入金の返済による支出24億55百万円によるものであります。 

  

平成22年９月期の連結業績予想（通期）につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。 

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断した見通しであり、実際

の業績は、今後起こりうる様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

  

  

  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

 ①簡便な会計処理 

１）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

２)固定資産の減価償却算定の方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

    

該当事項はありません。 

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,993,094 2,413,547

受取手形及び売掛金 6,782,480 8,046,444

商品及び製品 17,299 41,138

仕掛品 120,933 470,657

原材料及び貯蔵品 1,207,617 1,365,386

その他 529,277 1,039,778

貸倒引当金 △12,571 △21,834

流動資産合計 11,638,132 13,355,118

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,722,582 4,921,723

機械装置及び運搬具（純額） 9,356,384 11,676,573

土地 1,607,750 1,607,750

その他（純額） 114,218 131,676

有形固定資産合計 15,800,937 18,337,724

無形固定資産 254,784 301,816

投資その他の資産   

その他 278,347 255,688

貸倒引当金 △25,119 △23,843

投資その他の資産合計 253,227 231,845

固定資産合計 16,308,950 18,871,385

資産合計 27,947,082 32,226,503

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,995,444 4,958,142

短期借入金 － 500,000

1年内返済予定の長期借入金 4,337,734 4,585,413

未払法人税等 19,000 5,000

役員賞与引当金 35,000 －

その他 905,755 1,849,087

流動負債合計 9,292,934 11,897,644

固定負債   

長期借入金 7,806,639 9,963,947

その他 68,649 49,464

固定負債合計 7,875,288 10,013,412

負債合計 17,168,223 21,911,056
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,109,722 4,109,722

資本剰余金 4,335,413 4,335,413

利益剰余金 1,305,638 989,988

自己株式 △48,338 △48,338

株主資本合計 9,702,436 9,386,786

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 32,125 18,581

為替換算調整勘定 △420,799 △536,685

評価・換算差額等合計 △388,674 △518,103

少数株主持分 1,465,096 1,446,764

純資産合計 10,778,858 10,315,447

負債純資産合計 27,947,082 32,226,503
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 5,745,213 10,615,104

売上原価 6,104,667 9,468,758

売上総利益又は売上総損失（△） △359,454 1,146,345

販売費及び一般管理費 1,214,752 887,203

営業利益又は営業損失（△） △1,574,206 259,142

営業外収益   

受取手数料 15,454 15,454

不動産賃貸料 8,946 7,439

為替差益 － 19,587

その他 7,109 10,350

営業外収益合計 31,509 52,832

営業外費用   

支払利息 72,882 79,923

為替差損 49,562 －

その他 30,687 31,309

営業外費用合計 153,132 111,233

経常利益又は経常損失（△） △1,695,829 200,741

特別利益   

補助金収入 － 100,000

特別利益合計 － 100,000

特別損失   

たな卸資産評価損 36,029 －

有形固定資産除却損 89,047 127

貸倒引当金繰入額 20,999 －

投資有価証券評価損 31,977 －

災害による損失 － 21,169

特別損失合計 178,054 21,296

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,873,883 279,444

法人税、住民税及び事業税 30,986 24,396

法人税等調整額 26,098 －

法人税等合計 57,084 24,396

少数株主損失（△） △137,375 △60,601

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,793,592 315,649
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,873,883 279,444

減価償却費 1,827,134 2,744,640

貸倒引当金の増減額（△は減少） 27,932 △9,312

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,000 35,000

受取利息及び受取配当金 △2,085 △1,224

支払利息 72,882 79,923

有形固定資産除却損 89,047 127

投資有価証券評価損益（△は益） 31,977 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,117 1,331,231

たな卸資産の増減額（△は増加） △61,441 551,513

仕入債務の増減額（△は減少） △398,261 △1,000,203

未払金の増減額（△は減少） △193,883 △204,421

未払費用の増減額（△は減少） △131,540 87,408

未収消費税等の増減額（△は増加） － 522,243

その他 △428,567 △18,517

小計 △1,070,809 4,397,854

利息及び配当金の受取額 2,084 1,224

利息の支払額 △73,092 △78,271

法人税等の支払額 △286,831 △7,817

法人税等の還付額 － 162,688

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,428,648 4,475,679

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,869,037 △811,747

無形固定資産の取得による支出 △67,684 △1,150

貸付金の回収による収入 485 385

その他 14,531 △658

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,921,705 △813,170

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 748,000 △500,000

長期借入れによる収入 5,300,000 －

長期借入金の返済による支出 △887,092 △2,455,142

設備関係割賦債務の返済による支出 △171,943 △175,694

自己株式の取得による支出 △565 －

自己株式の売却による収入 95 －

配当金の支払額 △90,733 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,897,760 △3,130,836

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84,595 47,873

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 462,810 579,546

現金及び現金同等物の期首残高 2,167,912 2,413,547

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,630,722 2,993,094
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該当事項はありません。 

  

a.事業の種類別セグメント情報 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日）及び当第２四半期連

結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

当社及び連結子会社の事業は、大型フォトマスクの設計・製造・販売を主とする単一事業であり

ます。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。 

  

b.所在別セグメント情報 

 前第２四半期連結累計期間(自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

 (1) 国又は地域の区分の方法……地理的近接度によっております。 

 (2) 各区分に属する主な国又は地域……アジア：台湾、韓国 

２ 会計処理方法の変更 

   第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７

月５日 企業会計基準第９号）の適用にともない、従来の方法によった場合に比べて、営業損失が日本で

187,974千円増加しております。 

    

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日) 

 
(注) 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

 １ 国又は地域の区分の方法……地理的近接度によっております。 

 ２ 各区分に属する主な国又は地域……アジア：台湾、韓国 

   

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

日本 
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する 
  売上高

4,595,063 1,150,150 5,745,213 ─ 5,745,213

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

545,857 305,257 851,114 (851,114) ─

計 5,140,920 1,455,407 6,596,328 (851,114) 5,745,213

営業損失 1,268,361 275,675 1,544,036 (30,170) 1,574,206

日本 
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する 
  売上高

8,755,188 1,859,915 10,615,104 ─ 10,615,104

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,029,133 16,740 1,045,873 (1,045,873) ─

計 9,784,321 1,876,655 11,660,977 (1,045,873) 10,615,104

営業利益又は 
営業損失(△)

490,128 △117,876 372,251 (113,109) 259,142
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ｃ．海外売上高 

 前第２四半期連結累計期間(自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……台湾、韓国、中国、シンガポール 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……台湾、韓国、中国、シンガポール 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

４ 第１四半期連結会計期間より、間接輸出高を含めて表示しております。 

   

該当事項はありません。 

  

  

アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,210,977 ─ 1,210,977

Ⅱ 連結売上高(千円) 5,745,213

Ⅲ 連結売上高に占める
  海外売上高の割合(％)

21.1 ─ 21.1

アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 3,658,498 ─ 3,658,498

Ⅱ 連結売上高(千円) 10,615,104

Ⅲ 連結売上高に占める
  海外売上高の割合(％)

34.5 ─ 34.5

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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